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第４章 南部（厳木・相知）地域のまちづくり構想 

 

４－１  南部地域の概況と課題 

（１） 南部地域の概況 

（自然・歴史・文化的概況） 

○ 旧厳木町、旧相知町からなる南部

地域は、本市の南部に位置し、北

東部には天山県立自然公園が、南

部には八幡岳県立自然公園が配

置し、その谷あいを一級河川松浦

川、厳木川が流下しています。 

○ 松浦川、厳木川沿いには、佐賀市

と連絡する国道203号、JR唐津

線が位置しており、本地域の都市

骨格を形成しています。 

○ 土地利用状況をみると、約７割を山林が占めていますが、林業従事者の減少・高

齢化、それによる荒廃林の増加が懸念されています。 

○ 厳木町浪瀬の白山には12世紀末に松浦党が築城した「獅子城跡」があり、佐賀

藩と唐津藩を結ぶ唐津街道を見下ろす位置にあることから江戸時代まで防衛の

要衝として利用されるなど重要な役割を担っていました。 

○ 近代になると、相知炭鉱をはじめとした石炭産業が栄え、松浦川を利用した運搬

から鉄道（唐津線）による運搬へと変わっていくなど、唐津中心部との連携が強

化していきました。 

○ 現在においても佐賀方面とは佐賀唐津道路（厳木多久有料道路）で連絡するなど、

広域交流の玄関口として重要な位置づけにあります。 

○ 松浦川沿川には、見帰りの滝、アザメの瀬、蕨野の棚田など様々な観光・交流資

源が存在しています。 

 

（社会的概況） 

○ 人口は14,167人であり（市全体の約10.8％）、年々減少傾向にあります。 

○ 年齢層の構成は、65歳以上の高齢者が3割を占め、市平均よりも6ポイント高

く、市内で最も高齢化率の高い地域となっています。 

○ 産業人口構造をみると、第二次産業の割合が3割弱と他地域よりも高くなってい

ます。 

○ また、昼夜間人口比率、自市内就業・就学率ともに県平均よりも低く、厳木、相

知ともに「住機能型」に分類されます。 

○ 汚水処理普及率は、厳木約23.4％、相知約66.8％と低い状況です。 

○ 都市計画区域は、相知地区の山間部を除いた区域に指定されており、厳木地区は

都市計画区域外となっています。 

厳木 

相知

相知都市計画区域 
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■南部地域の基礎データ 
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図 人口・世帯数の推移（南部地域） 図 年齢別人口構成（南部地域） 

資料：国勢調査 資料：Ｈ17 年国勢調査

○人口・世帯数 

○産業指標 

○都市性格分類 

○観光動向 

○土地利用 

表 土地利用現況 

区分 面積（ha） 割合 

田 1,037 8.2%

畑 1,056 8.4%

山林 8,573 67.9%

水面 214 1.7%

その他の自然地 786 6.2%

住宅用地 325 2.6%

商業用地 26 0.2%

工業用地 35 0.3%

公共空地 5 0.0%

公益施設用地 76 0.6%

道路用地 358 2.8%

交通施設用地 24 0.2%

その他の都市的土地利用 108 0.9%

合計 12,623 100.0%

資料：平成 18 年都市計画基礎調査 

資料：Ｈ17 年国勢調査

資料：Ｈ12 年国勢調査

資料：観光動向調査

図 産業別就業人口割合（南部地域） 図 観光客数の推移（南部地域） 

図 県内主要都市の自市内就業・就学率、昼夜間人口比率

南部

※内訳は年齢不詳、分類不詳含まず
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■南部地域の住民意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域の住環境については、「自然・緑の豊かさ、美しさ」や「住宅地としての静

けさ、雰囲気」の満足度が高く、「働く場、就業機会の充実度」、「子どもの遊び

場や公園」、「公共交通の利便性」等の不満度が高くなっています。特に、「日常

の買い物の利便性」、「生活排水対策」の2項目については、市全体と比較しても

不満度が高くなっています。 

○ 地域の将来像としては、「豊かな自然を守り、活かした『環境にやさしいまち』」

としての役割が最も期待されており、また、「ブランド性の高い『食料生産地』」、

「多くの人が訪れる『観光地』」としての役割も期待されています。 

件数
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40

23
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1

16

336

選択肢

住宅開発を促し、市外からの人口流入を目指す「住むまち」
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多くの市民で賑わう「商業・サービスの中心地」としての役割

企業立地や雇用拡大を促す「工業・産業のまち」としての役
割

恵まれた観光資源や滞在環境を活かし、多くの人が訪れる
「観光地」としての役割

海や山などを活かしたブランド性の高い「食料生産地」とし
ての役割

市民の暮らしや観光を支える「交通の要衝（玄関口など）」と
しての役割

豊かな自然を守り、活かした「環境にやさしいまち」として
のイメージ形成を担う役割

美しく特徴的な景観などを活かした「唐津らしい風景」を担う
役割

歴史的遺産や伝統行事を活かした「唐津の歴史・文化の
PR」を担う役割

特定の機能の専門性ではなく、「総合的な暮らしやすさ」を
提供する役割

その他

無回答

計
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16.3%
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５)

６)

７)

８)

９)

10)

11)

12)

13)

14)

15)

16)

 17）総合的な暮らしやすさについて

不満←　　　　　　平均値　　　　　　→ 満足

安
全
・
安
心
な
ど

地震・津波や豪雨など、自然災害に対する安全
性について
火災・延焼など、社会災害に対する安全性につ
いて

街路灯の数、夜道の安全性について

騒音や悪臭などの公害の無さについて

そ
の
他
都
市
施
設

子どもの遊び場や公園の充実度について

生活排水対策について（公共下水道、浄化槽
等）

河川・海岸の安全性や親しみやすさについて

コミュニティ施設、文化施設、官公庁施設など暮
らしを支える公共施設の充実度について

道
路
･
交
通
施
設
な
ど

国道・県道などの地域間を結ぶ道路の走りやすさ
について

市街地・集落内の道路の走りやすさについて

歩道の有無など、歩行環境の充実度について

鉄道・バスなど、公共交通の利便性について

  満足←　　　　　　　　　　平均値　　　　　　　　　　　　　　→不満

土
地
利
用
な
ど

日常の買い物の利便性について

働く場、就業機会の充実度について

住宅地としての静けさ、雰囲気について

自然・緑の豊かさ、美しさについて

南部地域（厳木・
相知）

市全体

図 お住まいの地域の住環境についての満足度（南部地域）

図 お住まいの地域の役割について（南部地域）

○市民アンケート調査結果（Ｈ１９） 
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（２） 南部地域に求められている役割 

全体構想で設定した将来都市構造の実現、および先導的まちづくり構想の展開のため

に、本地域に求められている役割を以下に整理します。 

 

■天山・背振山系などの豊かな森林や都市骨格となる松浦川・厳木川を有する地域

として、唐津市全体の環境を支え、先導的な景観づくりを進める重要な役割 

本地域と東部地域に広がる天山・脊振山系や八幡岳の山林地帯は、本市の水源とな

る松浦川・厳木川の源流を支え、土砂災害防止や温暖化抑制、動植物の育成・生息環

境の提供など、本地域だけでなく市全体の自然環境を支える重要な役割を担っていま

す。今後においても、本地域の持つ豊かな自然環境を保全し、自然の持つ多面的機能

を維持していくことが必要とされています。 

また、都市骨格を形成する松浦川・厳木川沿川の公共空間整備においては、周辺の

自然環境や景観との調和を重視した取り組みを進めることで、その後背地における都

市施設整備や民間開発などへ景観に配慮した取り組みの必要性を考えさせる効果を

促すなど、景観づくりの先導的役割を担っていくことが必要とされています。 

■長崎自動車道、西九州自動車道との近接性に優れた地域として、新たな産業拠点の

形成により本市の活力向上を推進する役割 

佐賀唐津道路の整備により、長崎自動車道や西九州自動車道の高速交通体系との近

接性に優れている本地域は、県指定の新産業集積エリアでの厳木工業団地整備をはじ

め、その立地条件を活かした就業環境の整備により、新たな雇用を創出する産業拠点

として本市全体の活力向上を推進していくことが必要とされています。 

 

 

 

観光・交流拠点 
地域生活拠点 

景観拠点

図 南部地域 将来都市構造図

景観・観光
振興ゾーン

産業拠点
地域生活拠点 

周遊起点 

至 中央地域 
至 東部（七山）地域 
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（３） 南部地域におけるまちづくりの主要課題 

本地域の概況や求められている役割等を踏まえ、本地域におけるまちづくりの主要課

題を以下に整理します。 

 

■主要課題１ 水源かん養など多様な機能を持つ森林環境の保全・活用が必要です。

 （→重点方針１，２） 

本地域は、北東部と南部に県立自然公園に指定された緑豊かな森林が広がり、そ

の山々を源流とする厳木川、松浦川が唐津市中心部へと流下している水と緑の豊か

な地域です。しかしながら、東部地域と同様に農林業従事者の高齢化や後継者不足

による荒廃林や耕作放棄地の増加など、農林地環境の悪化が懸念されています。 

森林は、水源かん養林や土砂災害防止としての機能の他、紅葉を楽しむ癒しの場

やグリーンツーリズムの場としても期待

されるなど、多面的機能を有しています。

これら機能を維持していくためには、「森

林は公共の財産」としての視点に立ち、

所有者だけでなく地域住民も加わりなが

ら森林再生に向けた取り組みを進めてい

く必要があります。 

 

 

■主要課題２ 都市骨格周辺をはじめ景観に配慮した空間づくりが必要です。 

（→重点方針１，２） 

本市の中央を流下する松浦川、厳木川は、本市を構成する重要な都市骨格であり、

その沿川における景観づくりは周辺地域の景観づくりへも非常に大きな影響を与え

ることとなります。 

そのため、護岸整備や親水空間整備など沿川における公共施設整備の際には、周

辺の景観や環境に特に配慮した工法の活用や河川沿川における景観ルールづくりな

ど、良好な景観形成に向けた取り組みを進めていく必要があります。 

また、景観形成を継続的に実施するた

めには市民協働による取り組みが重要で

す。そのため、「おうち花いっぱいまちづ

くり奨励事業」や「蕨野の棚田」での都

市部住民との協働による景観づくりなど

の継続展開を先導的に進め、本地域から

他地域へと地域住民主体の景観づくりの

取り組みを広げていく必要があります。

▲松浦川 

▲天山山系 
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■主要課題３ 広域交通網の早期整備および連携した産業拠点づくりが必要です。 

（→重点方針３） 

本地域は、佐賀唐津道路（厳木多久有料道路）により、長崎自動車道、西九州自

動車道を介して佐賀・長崎方面や福岡都市圏へのアクセス性に優れた立地条件を有

していることから、県の新産業集積エリアに指定された厳木工業団地整備が予定さ

れており、雇用機会の創出が期待されてい

ます。 

今後においては、この立地条件を活かし

た企業誘致を推進するとともに、新規就業

者の居住の場となる受け皿づくりによる

定住促進など、佐賀唐津道路等の高速交通

体系の早期整備促進による新たな産業拠

点づくりを進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

■主要課題４ 観光・交流資源の連携・活用による地域振興を促す取り組みが必要です。 

（→重点方針１，２，３） 

松浦川、厳木川周辺には、鵜殿石仏群、アザメの瀬、見帰りの滝、蕨野の棚田な

どの観光・交流資源や、中島山笠、相知くんち、天衡舞、武士浮立などの伝統芸能・

文化が多数存在しているものの、案内不足などから来訪者の立ち寄りが多いとは言

い難い状況です。そのため、道の駅を活用した観光情報発信や案内標示の整備、観

光周遊ルートとなる国県市道の整備など、本地域の観光・交流資源の周遊、さらに

は他地域への観光周遊を促し、地域活力の向上を図る取り組みを進める必要があり

ます。 

また、国の重要文化的景観に選定されている「蕨野の棚田」では、地域住民だけ

でなく都市部住民や地元大学など多数の市民との協働により保存活動が実施される

など、「都市・農山村交流」および「市民

協働」による地域（景観）づくりの先進

的事例となっており、今後も観光・交流

資源として活用していくための取り組み

の継続実施が必要とされています。 

 

▲蕨野の棚田（写真：唐津ロケナビ） 

▲佐賀唐津道路（厳木多久有料道路） 
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■主要課題５ 生活の中心となる地域生活拠点の維持・再生と、生活排水対策、浸水対策、

公共交通充実など、安全・安心・快適な生活空間整備が必要です。 

（→重点方針４） 

本地域は豊かな自然環境に恵まれている反面、生活排水対策や浸水対策、集落間

を連携する道路網や公共交通の脆弱さなど、公共施設整備に課題を残しています。

また、高齢化率も３割超と市内で最も高く限界集落に近い集落も見られるなど、住

み慣れた地域で永続的に暮らしていける安全に安心して生活できる快適な環境づく

りが必要とされています。 

特に、地域の生活を支える地域生活拠点においては、各地区の特性を踏まえた再

生を図ることが重要です。厳木地区では、国道203号沿道の安全な歩行空間づくり

や既存商店の維持・再生、相知地区では、安定したサービス提供のための機能の維

持や利用しやすいバス路線の検討など、各地区の特性に合わせた取り組みが重要で

す。また、これら課題解決に向けては、地域の実情を知る住民との協働による取り

組みが必要です。 

 

 

 

▲旧国道２０３号（相知地区） ▲地域生活拠点（厳木地区） 
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松松浦浦川川・・厳厳木木川川をを中中心心ととししたた多多彩彩なな地地域域資資源源とと  

高高速速交交通通体体系系をを活活かかししたた産産業業ととのの調調和和にによよるる  

水水とと緑緑のの郷郷づづくくりり  

 

４－２  南部地域におけるまちづくりの目標と方針 

前項までの「南部地域に求められている役割」、「南部地域における主要課題」を踏ま

え、南部地域のまちづくりをどのように進めていくべきかを「まちづくりの目標」と「ま

ちづくり方針」を設定して展開していきます。 

 

（１） 南部地域のまちづくりの目標 

本地域は、本市の都市骨格となる松浦川・厳木川沿いに、厳木、相知の地域生活

拠点が形成され、沿川には「見帰りの滝」や「アザメの瀬」、「出逢いの水辺」など

の多様な観光・交流資源を、周囲には天山県立自然公園や八幡岳県立自然公園に指

定された美しく豊かな山林を有する地域です。 

本地域においては、安心して永続的に居住できる暮らしの場づくりはもちろんの

こと、都市骨格となる松浦川・厳木川沿川の公共空間づくりや周辺の観光・交流資

源との連携による地域振興、および地域特性を活かした産業振興など、地域資源や

地域特性の調和による地域づくりを進めることをめざし、以下を本地域のまちづく

りの目標とします。 

 

 

■南部地域のまちづくりの目標 
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（２） 南部地域のまちづくりの基本方針 

まちづくりの目標を実現するためのまちづくりの基本方針を整理します。 

まちづくりの基本方針では、地域の特性や課題、先導的まちづくり構想との関係

等を踏まえ、特に重点的に取り組むべきものを「①まちづくりの重点方針」として

整理します。また、土地利用や都市施設などの基本的なまちづくりの方針を「②土

地利用、都市施設等の方針」として整理します。 

なお、生活排水対策など都市施設等の分野の方針でも、地域において重点的に取

り組むべきものについては「①まちづくりの重点方針」にて整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①まちづくりの重点方針 

南部地域のまちづくりにおいて重点的に取り組んでいくべき方針を「①まちづく

りの重点方針」として以下に整理します。 

重重点点方方針針１１  県県立立自自然然公公園園にに指指定定さされれたた、、多多様様なな機機能能をを持持つつ  

豊豊かかなな森森林林環環境境をを守守りり・・育育ててるるままちちづづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

天山および八幡岳県立自然公園をはじめ、多面的機能を有する本地域の森林について、
新たな担い手の活用など様々な取り組みにより保全を図るとともに、人々の生活に癒し
と安らぎを与えるレクリエーション空間としての活用を推進します。 

重重点点方方針針２２  松松浦浦川川・・厳厳木木川川をを中中心心ととししたた  

水水とと緑緑のの景景観観ままちちづづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

松浦川・厳木川沿いの親水空間づくりなど、景観に配慮した空間づくりを先導的に進
めることで、周辺地域の景観づくりに対する誘導策となることを目指します。また、沿
川の観光・交流資源との連携を図り、観光・交流による地域活力の向上を図ります。 

重重点点方方針針３３  佐佐賀賀唐唐津津道道路路ををははじじめめ高高速速交交通通体体系系をを活活かかししたた  

産産業業・・観観光光のの振振興興をを推推進進ししまますす。。  

産業拠点の形成や定住促進を図る受け皿づくり、また、観光情報の発信によるもてな
し空間づくりや体験型観光の促進など、高速交通体系整備を契機とした地域振興施策を
展開します。 

重重点点方方針針４４  浸浸水水対対策策やや生生活活排排水水対対策策ななどど安安全全・・安安心心・・快快適適なな住住環環境境整整備備とと、、  

集集落落点点検検事事業業ななどど既既存存集集落落ででのの持持続続可可能能なな地地域域づづくくりりをを検検討討・・推推進進ししまますす。。  

浸水対策や生活排水対策、既存集落での生活を支える道路網や公共交通のあり方検討
など、安全に安心して快適に生活できる住環境整備とともに、大学・行政・住民との連
携による持続可能な地域づくりを検討・推進します。 

まちづくりの基本方針 

①まちづくりの重点方針 

②土地利用、都市施設等の方針
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重点方針１ 県県立立自自然然公公園園にに指指定定さされれたた多多様様なな機機能能をを持持つつ  

豊豊かかなな森森林林環環境境をを守守りり育育ててるるままちちづづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

（←主要課題１，２，４） 

天山および八幡岳県立自然公園をはじめ、多面的機能を有する本地域の森林につ

いて、新たな担い手の活用など様々な取り組みにより保全を図るとともに、人々の

生活に癒しと安らぎを与えるレクリエーション空間としての活用を推進します。 

 

①多面的機能を持続的に発揮させる多様な森づくりを推進します。 

○ 天山県立自然公園、八幡岳県立自然公園に指定され、水源かん養、温室効果ガス

吸収など多面的機能を有する本地域の森林については、林道整備など適正な森林

管理のための林業環境整備を推進します。 

○ 「森林は公共の財産」として、佐賀県の掲げる「こだまの森林
も り

づくり」との連携

による「森林ボランティア」の育成など、所有者だけでなく様々な立場の人も森

林環境向上のために可能な形で関わっていく体制づくりを検討します。 

○ 観光・交流軸沿道の遊休農地・耕作放棄地、荒廃林等については、景観保全や環

境保全の観点からもコスモス、レンゲ等の景観作物の作付けや観光農園としての

活用、四季を意識できる広葉樹の植林、あるいは自然に戻す取り組みなど、関係

機関や地域住民との連携・協働によりその解消に向けた取り組みを進めます。 

②森林資源を活用した新たな雇用の場としての仕組みづくりを検討します。 

○ 本市全体の自然環境を支える役割を有している本地域の森林については、その保

全とともに、森林の維持管理のコミュニティビジネスへの展開、間伐材を利用し

たバイオマスエネルギーの研究など、地域の森林の保全・再生・維持管理が新た

な雇用の場として確立できるよう地域住民の活用も検討し、将来的には山間部集

落の存続にもつなげていけるよう努めます。 

③作礼山キャンプ場や奥平野湿原など、レクリエーションや環境学習の場としての活用

を推進します。 

○ 天山県立自然公園や八幡岳県立自然公園に整備されているキャンプ場について

は、施設の計画的な更新、維持管理に努め、豊かな自然環境の中のレクリエーシ

ョンの場としての活用を推進します。 

○ 市の天然記念物にも指定されている奥平野湿原の動植物群については、今後もそ

の環境の保全を図るとともに、環境学習の場としての利活用を促進するため、ア

クセス道路となる市道天川杉宇土線、林道奥平野線の整備を推進します。 

○ 天山県立自然公園内に整備されている唐津市緑の交流施設「緑風館」については、

森林の公益的機能の啓発や林業への認識と理解を深める場として研修宿泊施設

の維持管理に努め、清涼な自然環境の中のレクリエーションの場としての活用を

推進します。 



第３部 地域別構想編 
第４章 南部（厳木・相知）地域 

219 

 

重点方針２ 松松浦浦川川・・厳厳木木川川をを中中心心ととししたた  

水水とと緑緑のの景景観観ままちちづづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

（←主要課題１，２，４） 

松浦川・厳木川沿いの親水空間づくりなど、景観に配慮した空間づくりを先導的

に進めることで、周辺地域の景観づくりに対する誘導策となることを目指します。

また、沿川の観光・交流資源との連携を図り、観光・交流による地域活力の向上を

図ります。 

 

①松浦川・厳木川沿川等における環境・景観に配慮した先導的な公共空間づくりを進

めます。 

○ 松浦川・厳木川沿川や観光・交流軸に指定された国県道沿いについては、景観計

画との連携や屋外広告物規制強化などの地域独自の景観ルールづくりを市民協

働で検討します。 

○ 護岸整備や親水空間整備などの公共施設整備の際には、周辺の景観や環境に配慮

した工法やデザインの検討を図り、良好な景観形成に向けた取り組みを進めます。 

○ 上記方針を展開することで、松浦川・厳木川沿川を本市の代表的な景観のひとつ

として、周辺地域における景観づくりのモデルとして確立することを目指します。 

②「おうち花いっぱいまちづくり奨励事業」の普及を促進します。 

○ 本地域の特長ある景観づくりのため、相知地区で合併前より取り組んできた「お

うち花いっぱいまちづくり奨励事業」を継続実施し、国道 203 号や JR 唐津線

沿線など「花」を活かした景観づくりを市民協働で推進します。また、本地域を

市民協働による景観づくりの先導的事例として他地域への展開も進めます。 

③市民協働による維持・保全、および都市・農山村交流による地域活力の向上を図り

ます。 

○ 国の重要文化的景観に選定されている「蕨野の棚田」（景観拠点）は、後世に継

承すべき地域の宝として、集落住民だけでなく都市住民や各種団体との連携によ

り維持・保全を図り、都市・農山村交流による地域活力向上を目指します。 

▲街道沿いのコスモス(相知 山崎地区） 

（写真：唐津ロケナビ）

▲蕨野の棚田（佐賀大学棚田援農隊）
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④良好な観光・交流資源の保全・活用、および観光施設の機能充実による都市・農山

村交流を促進します。 

○ 地域の骨格を形成する松浦川、厳木川、国道 203 号、および JR 唐津線周辺に

は、見帰りの滝、鵜殿石仏群、獅子城跡、町切水車、中島山笠、相知くんち、天

衡舞、武士浮立など多彩な観光・交流資源や伝統芸能・文化が豊富に存在するこ

とから、歴史・文化性を継承した地域景観づくりを進めます。 

○ これら観光・交流資源を活用し、観光周遊ルートと連携した観光情報発信や案内

標示などの観光インフラ整備を図り、もてなし空間の形成による都市・農山村交

流を促進します。 

⑤環境学習・体験学習の場となる水辺空間づくりを市民協働で進めます。 

○ 多自然型川づくりや河畔遊歩道の整備など、環境・景観に配慮した公共空間づく

りを進めるとともに、市民協働により計画的に維持・管理に取り組み、永続的に

利用できる水辺空間づくりを進めます。 

○ 松浦川の「アザメの瀬」、厳木川の「出逢いの水辺」やホタルの再生の取り組み

など、環境学習や自然体験活動の場となる水辺空間については、今後の利活用方

針や維持・管理方法について、協議会設立など市民協働による取り組みへの支援

を行うとともに、このような空間づくりを他地域へと波及させていくことを検討

します。 

▲「出逢いの水辺」厳木川中山地区 
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重点方針３ 佐佐賀賀唐唐津津道道路路ををははじじめめ高高速速交交通通体体系系をを活活かかししたた  

産産業業・・観観光光のの振振興興をを推推進進ししまますす。。 

（←主要課題３，４） 

産業拠点の形成や定住促進を図る受け皿づくり、また、観光情報の発信によるも

てなし空間づくりや体験型観光の促進など、高速交通体系整備を契機とした地域振

興施策を展開します。 

 

①産業・観光振興につながる佐賀唐津道路の早期整備を促進します。 

○ 長崎自動車道や西九州自動車道を介して佐賀・長崎方面や福岡都市圏との連絡を

強化する役割を担う佐賀唐津道路については、本地域だけでなく本市全体の産業

や観光の振興に寄与することからも、関係機関との連携のもと早期整備を促進し

ます。 

②新産業集積エリアへの産業誘導、および定住促進を図る受け皿づくりを検討します。 

○ 佐賀唐津道路に近接し、県の新産業集積エリアに指定された岩屋・うつぼ木地区

については、周辺環境への配慮のもと産業集積を図ります。 

○ 職住近接による暮らしやすい住環境づくりのためにも、新産業集積エリア整備と

の連携のもと、公営住宅整備など定住促進を図る受け皿づくりを検討します。 

③道の駅を活用した観光情報発信等による観光・交流による地域振興を促進します。 

○ 佐賀、長崎方面からの玄関口となる厳木地区については、既存の道の駅厳木（風

のふるさと館）を活用した観光情報や案内標示等の整備・充実を図り、見帰りの

滝や鵜殿石仏群、獅子城跡などの周辺の観光・交流資源への回遊を促進するなど

来訪者へのもてなし空間の充実を図ります。また、伝統芸能（天衡舞、武士浮立

等）の宝庫である地域特性を活かした都市との交流事業を展開します。 

○ また、地元の生産農家との連携による農作物販売の充実を図り、来訪者だけでな

く地域住民も集まる場所として賑わいあふれる空間づくりを進めます。 

○ 周辺の観光・交流資源の回遊ルートとなる観光・交流軸に指定された（主）伊万

里畑川内厳木線などの未改良区間の早期整備を促進し、中央・東部地域および佐

賀都市圏との連携強化を図ります。 

④農林業＋αによる地域活性化施策を展開します。 

○ 「蕨野の棚田」など、農地としてだけでなく文化的にも優れた資源については、

営農継続に必要な基盤整備を含め、その環境の維持・保全に努めるとともに、棚

田米のブランド化やグリーンツーリズムの実施など、農業＋αによる地域活性化

施策を検討します。 
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●コラム  

■道の駅厳木の機能強化による周辺観光・交流資源への回遊促進 

 

・ 松浦川・厳木川沿川には、見帰りの滝、鵜殿石仏群、獅子城跡、町切水車、中島山笠、相

知くんち、天衡舞、武士浮立などの観光・交流資源や伝統芸能・文化が豊富に存在してい

ますが、案内不足などから来訪者の立ち寄りが多いとは言えない状況です。 

・ そこで、佐賀・長崎方面からの玄関口として周遊起点にも位置づけられている「厳木地区」

の既存施設「道の駅厳木」における情報発信等の機能充実により、来訪者を周辺の観光・

交流資源へと回遊させることを地域住民や関係機関との連携により検討していきます。 

○事例：浜松・浜名湖まちづくりナビ（まちナビプロジェクト） [静岡県浜松市等] 

・ 静岡県浜松市では、広域に点在する観光資源の情報発

信と多様化・細分化する観光客の情報取得のミスマッ

チが交流人口の増加、回遊性の拡大を阻害する要因と

なっていました。 

・ その対策として、まちナビプロジェクトの活用により、

観光客等が所有する携帯電話を観光施設に設置した読

み取り機にかざすと、次の目的地へのルートや時間、

金額などに対応した観光情報のほか、外国語によるガ

イドを受けられるシステムの構築を進めています。 

・ また、電子決済手段とブログによるポイント還元を連

動させ、ブログ利用者と来訪者との情報交換や再来訪

客の増大を図る取り組みを進めています。 

※まちナビプロジェクト：国土交通省による観光客への情報提供の
高度化による移動支援の先進的な事例
を作るための実験的取り組み ▲浜松・浜名湖まちづくりナビ 

（資料：国土交通省 HP） 
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重点方針４ 浸浸水水対対策策やや生生活活排排水水対対策策ななどど安安全全・・安安心心・・快快適適なな住住環環境境整整備備とと、、  

集集落落点点検検事事業業ななどど既既存存集集落落ででのの持持続続可可能能なな地地域域づづくくりりをを検検討討・・推推進進ししまますす。。 

（←主要課題５） 

浸水対策や生活排水対策、既存集落での生活を支える道路網や公共交通のあり方

検討など、安全に安心して快適に生活できる住環境整備とともに、大学・行政・住

民との連携による持続可能な地域づくりを検討・推進します。 

 

①浸水対策や生活排水対策など、安全・安心・快適な住環境づくりを推進します。 

○ 松浦川、厳木川沿川の田頭、本山地区など、家屋浸水が懸念されている箇所につ

いては、関係機関との連携のもと、河道掘削や堤防整備、橋梁の架け替えなどに

よる浸水対策を促進します。 

○ 本地域は他地域に比べ生活排水対策が遅れていることからも、特定環境公共下水

道事業の計画的な整備を進めるとともに、計画区域外の集落については浄化槽設

置を促進し、良好な水質環境へ向けた取り組みを進めます。 

②既存集落と地域生活拠点および都市中心拠点間の連絡強化による安心して生活で

きる環境づくりを推進します。 

○ 道路網、公共交通機関の整備により、都市中心拠点と地域生活拠点、地域生活拠

点と既存集落、および既存集落間の連絡強化を図り、安心して生活できる住環境

づくりを進めます。 

 道路網整備では、（主）伊万里畑川内厳木線、（一）七山厳木線、（一）相知

唐津浜玉線、および市道天川杉宇土線などの集落間、および集落と地域生

活拠点とを結ぶ幹線道路について、未改良区間の早期整備を促進します。 

 公共交通機関では、地域住民、特に高齢者の貴重な生活の足となるため、

現在運行されている生活路線バスの運行分析とともに、コミュニティバス

など地域の実情に合わせた運行方式を地域住民との協働により検討します。 

 JR 唐津線、筑肥線については、地域住民の貴重な生活の足であることから、

JRとの協議のもと、今後もその維持・充実に努めます。 

③大学との連携・協働による持続可能な地域づくりを推進します。 

○ 山間部に点在する既存集落については、佐賀大学との連携による「集落点検事業」

など大学・行政・住民の協働による地域独自の活性化施策を検討し、持続可能な

地域づくりを推進します。 

○ 特に「天川地区」では、「山村交流モデル地

区」として福岡市民との交流による集落再

生に向けた取り組みを「集落点検事業」と

平行して検討していることから、他地域の

集落再生のモデルとなるよう活動への支援

を行っていきます。 

▲歩道の無い国道２０３号（本山地区）
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②土地利用、都市施設等の方針 

「①まちづくりの重点方針」以外の、土地利用や都市施設などの基本的なまちづ

くりの方針を「②土地利用、都市施設等の方針」として分野別に整理します。 

方針１ 土地利用に関する方針 

①相知都市計画区域の見直しを検討します。 

○ 旧相知町を中心に指定されている相知都市計画区域については、国道 203 号沿

道での統一した方針による土地利用を進めるためにも、市民意向に配慮した上で

必要に応じて区域の見直しを検討します。 

②山間部の空き家、耕作放棄地の利活用を検討します。 

○ 山間部における空き家や耕作放棄地については、実態調査によりその現状を把握

（データベース化）するとともに、情報発信によりＵＪＩターンによる受け皿と

しての活用や農業活動の場としての提供など、遊休地の有効活用方策を市民協働

の上で検討します。 

③都市計画区域外における自然的土地利用の維持・保全を図ります。 

○ 都市計画区域外の地域は、農地や森林、自然公園等を中心とした自然的土地利用

が大半を占めていることから、開発許可制度や、農振法、森林法、自然公園法等

の開発制限を的確に運用することにより、現在の環境の維持・保全を図ります。 

 

方針２ 都市施設（道路・公園・河川等）に関する方針 

①地域生活拠点周辺等における安全な道路環境づくりを推進します。 

○ 国道 203 号沿道の本山地区、厳木地区をはじめ、小中学校周辺の通学路につい

ては、歩道整備や防犯灯設置など、安全な道路空間づくりを推進します。 

②誘致圏や利用状況、防災面に配慮した公園整備を検討します。 

○ 地域内では住民が気軽に利用できる身近な公園が少ないことから、誘致圏や防災

面を考慮した新たな公園整備を検討します。 

○ 地域の身近な公園については、地域住民で維持・管理することを検討します。 

○ 地域の緑の拠点となる「厳木スポーツ広場（仮称）」の整備を推進します。 

③河川・ダムの的確な維持管理により安全な住環境の形成に努めます。 

○ 松浦川、厳木川の未整備堤防の整備を促進するとともに、河川や厳木ダム等の維

持管理を関係機関との連携により推進し、安全な住環境の形成に努めます。 

○ 下流域への流木流出による環境悪化や災害発生を防止するためにも、森林環境の

保全とともに、関係機関との連携による流木対策についても検討していきます。 
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方針３ 市街地・集落地整備に関する方針 

①地域生活拠点における生活サービス機能の維持・充実を促進します。 

○ 相知地区の地域生活拠点については、JR 相知駅への道路や駐車場等の商業空間

の整備、交流文化センター等の公共施設の集積を活かした行政サービス機能の向

上、利用しやすいバス路線の検討などを図り、身近な生活の多様な活動・交流の

場となる公共公益機能を有する地域生活拠点を形成します。 

○ 厳木地区の地域生活拠点については、既存商店の維持・集積、行政サービス機能

の向上、および道の駅厳木の賑わい空間づくりなどを図り、利便性と快適性を兼

ね揃えた地域生活拠点を形成します。 

 

方針４ 景観・環境・その他に関する方針 

①安全に安心して生活できる住環境づくりを進めます。 

○ 多数の人が利用する小中学校や支所などの公共施設、医療・福祉施設、商業施設

等の耐震化を促進するとともに、地域の防災拠点や避難地となる公園・広場の整

備、避難路となる生活道路等の整備を推進します。 

○ 急傾斜地崩壊危険区域や地すべり危険箇所等の周辺については、治山事業の推進

や宅地化規制などの土地利用規制等による安全な住環境づくりに努めます。 

○ 山間部の既存集落については、災害時に孤立する危険性が高いことからも、道路

網ネットワークの整備とともに、災害情報等を伝達する情報通信基盤の有効活用

を進めます。 

②厳木・相知支所の空き室など、既存ストックの有効活用を検討します。 

○ 厳木支所、相知支所の空き室や山間地域の廃校など利用されていない公共施設等

については、子育て支援サポートセンター、多世代間交流の生きがいづくりの場、

地域づくり団体の活動拠点、あるいは観光客の自然体験などの活動拠点としての

活用など、地域活力の向上を図る活用方法について検討します。 

○ 特に「旧平山小学校」については、「蕨野の棚田」における NPO や都市部から

のボランティアなどの活動拠点としての活用も検討します。 

③消防団等の地域組織と行政との協働による地域課題解決に向けた仕組みづくりを検討し

ます。 

○ 「アザメの会」などの NPO 法人、地域のまつりやコミュニティ活動を担う町内

会などの地縁団体、地域の安全を支える消防団など、地域組織と行政との協働によ

り、地域課題解決に向けて取り組んでいく仕組みづくりを検討していきます。 
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４－３  先導的まちづくり構想のねらいと南部地域での展開方針 

ここでは、前項までに整理してきたまちづくりの基本方針について、地域に求められ

ている役割およびまちづくりの目標を踏まえつつ、全体構想で描いた将来像を実現する

ために何から取り組んでいくべきかを整理します。 

その視点としては、先導的まちづくり構想の「観光交流」、「景観」、「市民協働」の３

つのねらいを踏まえながら展開します。 

 

（１） 先導的まちづくり構想のねらい 

本地域における先導的まちづくり構想の3つの柱のねらいを整理します。 

 

 

 

 

 

松浦川沿川に分布する多数の観光・交流資源について、道の駅「風のふるさと館」の

機能強化や案内標示の充実等によるアクセス性・回遊性の強化を図り、地域内はもち

ろんのこと周辺地域における観光・交流情報についても発信することにより、地域内だ

けでなく市全体の活力を向上させていくことをねらいとします。 

◎観光交流まちづくり 

 

「おうち花いっぱいまちづくり奨励事業」の推進など、都市骨格となる松浦川沿川など

で先導的に景観づくりを進めることにより、周辺地域の景観づくり・環境保全へと波及さ

せ、市民の景観に対する取り組みの機運を高め、観光・交流資源としても活用していくこ

とをねらいとします。 

◎水と緑の景観まちづくり 

 

「蕨野の棚田」での取り組みの支援や、山間部の既存集落における「集落点検事業」

などを推進することにより、地域住民の自発的なまちづくりへの参画を促し、特色あるま

ちづくりが継続的に実施され、安定した地域の再構築を図ることをねらいとします。 

◎市民協働のまちづくり 
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（２） 先導的まちづくり構想を踏まえての展開方針 

南部地域におけるまちづくりの展開方針について、求められている役割や何を重点的

に取り組むべきか（注力点）を明確にしながら以下に示します。 

○南部地域に求められている役割の確認 

南部地域においては、豊かな山林や河川などの自然環境により本地域だけでなく唐津市

全体の環境を支え、先導的な景観づくりを進める役割が求められています。そのため、以

下のような展開により南部地域のまちづくりを進めていくことが重要です。 

なお、高速交通体系と連携した新たな産業拠点形成による活力向上を推進する役割も求

められていますが、こちらは国、県など関係機関への働きかけの部分も大きいことから、

まずは本市が主体となって取り組める分野からまちづくりを展開していくこととします。 

○南部地域における注力点 

南部地域のまちづくりを展開するにあたっては、その後の展開に拍車をかけるけん引力

のあるものから取り組むことが重要です。しかし、本地域の役割を踏まえると、長いスパ

ンをかけてじっくりと取り組んでいく「森林の維持・保全」の重要度が高いと言えます。 

そのため、南部地域においては、まずは「森林の維持・保全」を重点的に取り組みます。 

○南部地域における展開方針 

（森林環境向上への取り組み） 

具体的には、林道などの林業環境を整備するとともに、佐賀県が進めている「こだまの

森林
も り

づくり」との連携により、「森林は公共の財産」として共通認識を図ることを進めま

す。その一貫として「森林ボランティア」による身近な森林の整備や環境学習など、所有

者だけでなく様々な立場の人も森林環境を向上させる一員として可能な形で関わってい

く体制づくりを検討します。（⇒具体的取組み案①参照） 

（既存集落の維持・再生および新たな雇用の場確保） 

その際には、生活の場である既存集落の維持も重要な事項であり、佐賀大学との連携に

よる「集落点検事業」の推進などへ継続的に支援します。（⇒具体的取組み案②参照） 

また、間伐材を活用したバイオマスエネルギーの研究による新たな雇用の場の確保な

ど、永続的に生活できる暮らしの場づくりについても検討していきます。 

（松浦川、厳木川沿川の自然環境・景観の保全活用、その後の展開） 

森林の維持・保全は、河川や海の環境とも深く関連していることから、平行して厳木川、

松浦川の環境保全を図るとともに、沿川の景観づくりや景観保全のための市民協働による

ルールづくりなどを積極的に展開していきます。さらには、沿川に分布する観光・交流資

源をもとに「道の駅厳木」において情報発信を図り、交流人口増加による地域活力の向上

を目指します。 

このような取り組みにより、本市の環境を支える自然環境が保全され、また沿川の景観

形成や観光・交流資源の活用等が進み、水と緑の郷づくりの展開が期待されます。 
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※最初に取り組むべきポイント（森林の維持・保全）

②松浦川沿川等（都市骨格）

での景観づくり 

交流人口増加による地域
活力向上・産業振興 

各拠点での市民協働によ
るまちづくりの展開により安
定した地域が再生 

②松浦川沿川に分布する 

観光・交流資源との連携 

③「道の駅厳木」を活用した 

情報発信（機能強化） 

松浦川・厳木川の水系保全 

（沿川における環境保全） 

美しい景観の形成、豊か
な環境の保全 

③市民協働による 

景観形成のルールづくり 

①山間地域の「集落点検事
業」等による既存集落存
続のための取組み支援 

②間伐材を活用したバイオマ

スエネルギー研究など、新

たな雇用の場の確保に向け

た展開検討 

①森林機能の重要性の共有
「森林ボランティア」など森林環

境を向上させる一員として関わ

っていく体制づくり等 

具体的取り組み案②

具体的取り組み案①

観光交流 景観 市民協働

本市の環境を支え、美しい景観が保たれる「水と緑の郷づくり」が展開 
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具体的取り組み案① 「森林ボランティア」など様々な取組みによる森林の保全・再生

（基本的な考え方） 

・ 森林は、水源かん養林や土砂災害防止、温室効果ガス吸収などの機能の他、紅葉を楽しむ

癒しの場としても期待されるなど、多面的機能を有しています。これら機能を維持してい

くためには、「森林は公共の財産」として住民が共通認識を持つとともに、所有者だけでな

く地域住民も加わるなど森林再生に向けた多様な取り組みを進めていきます。 

（具体的取り組み案） 

・ 佐賀県では、平成 16 年度に「森林は私たちみんなの財産」を基本理念とした「新しい佐

賀の森林
も り

づくりビジョン」を策定し、10ヵ年計画で５万 haの森林整備と100万本の広

葉樹植栽を進める「こだまの森林
も り

づくり」の取り組みを始めました。 

・ 本市においても「作礼山」、「樫原湿原周辺林」、「上場地域林」が「こだまの森林
も り

づくり」

を重点的に進める「環境林」として指定され、計画が実施中です。 

・ その具体的活動として、森林ボランティア活動の活性化を目指す「こだまの森林
も り

づくりネ

ットワーク推進事業」や、地域住民や CSO 等による環境林整備活動を推進する「環境林

かたらんかい（フォローアップワークショップ）」が実施されています。 

（南部地域での取り組み方針） 

・ 南部地域の約７割は森林が占めていることからも、

今後は「環境林」に指定されていない森林について

も、県との連携による森林ボランティア活動への支

援や森林維持管理のコミュニティビジネスへの展

開、間伐材を利用したバイオマスエネルギーの研究

など、地域の森林の保全・再生とともに雇用機会の

創出による地域活力の向上につなげていく仕組みづ

くりを検討していきます。 ▲森林ボランティアによる下刈り作業 
（写真：佐賀県 HP） 
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具体的取り組み案② 大学・行政・住民の連携による既存集落の再生検討 

（基本的な考え方） 

・ 山間部の既存集落では、高齢化、人口減少等により維持・存続が困難な集落の発生が懸

念されています。このまま集落内人口が減少したり消滅したりすると、山林や田畑が荒

れ、結果的には全体の水源かん養力が弱り、洪水や土砂災害などが発生する恐れが高く

なるなど平地の住環境まで影響を及ぼします。 

・ そのようなことからも、山間部における既存集落をはじめとした地域社会の再生が求め

られています。 

（具体的取り組み内容（現況）） 

・ そのため厳木町天川地区では、佐賀大学との連携による「集落点検事業」や、福岡市民

との体験交流による「農村再生事業」などを実施し、大学・行政・住民の協働による農

山村集落の再生へ向けた取り組みを進めています。 

・ 今後はこのノウハウを応用して、他の既存集落の再生についての取り組みを進めていき

ます。 

集落点検事業 

・ 地域の現実を住民自らが自覚し、目を背けることなく、身の丈にあった地域維持を考え

ていく取り組み。 

①後継者の有無など世帯ごとの家族構成や生活状況を調査し、地区の 10 年後を予測 

②自然、伝統、食材などの「財産」の見直し 

③上記をもとに、自立再生を模索 

 

農村再生事業 

・ 自然や芸能、食材など地元の「財産」を活かした

都市との交流による活性化策を、区長、行政担当

者、町文化連盟など20名からなる「風のふるさ

と厳木活性化協議会」を設立し、また佐賀大学と

も連携しながら検討している。 

①農業後継者の有無、田畑の利用状況等の現況

調査により各地区の将来像を探る 

②特産物や伝統行事などの洗い出し 

③地元にある素材を生かした取組み検討（田植

え・シイタケ狩り体験、浮立など伝統芸能を

通した交流、地元出身のシェフによる地元食

材発掘など） 

 

▲佐賀大学との連携による集落点検 

（資料：2008.10.27 佐賀新聞） 
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